
GSC賞　自己評価シート　　　　　

　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式２

１．本評価シートの目的　

本評価シートは下記の内容に沿って作成されています。

１）グリーン・サステイナブル ケミストリー（GSC）の定義
GSCで重視し、推進している内容を項目で示し、GSCのねらいについてよりご理解いただく。

２）評価者への客観的な情報提供

応募者の方々に同じ質問について簡潔にお答えいただくことで、応募案件の特徴を評価者が正しく比較評価出来るようにする。

２．記入上の留意点

応募業績の利点を強調していただくことに主眼があります。全ての項目に回答していただかなくても結構です。

応募業績の普及を阻害する要因（社会制度など）や特殊な条件への依存度が高い場合（他の技術との競合、原料・製品の需給状況など）などや、他の大きなマイナス要因については、項目にあるか否かを問わず特記事項の欄にお書き下さい。

３．記入方法

本評価シートは下記をガイドラインとして記入し提出して下さい。受付番号欄に、ホームページからの申込時の確認メールに記載された受付番号を記入して下さい。
シートは Wordで作成されています。必要に応じて記入欄の幅を拡張して記述して結構です。枚数の制限は特に設けませんがなるべく簡潔に書いて下さい。

1） 回答する評価シートの選択

シートＡ、B、Ｃのいずれかを対象となる業績に応じて選択し、記入して下さい。

シートＡ：　カテゴリー（Ａ）の業績（独創的な製品及びプロセスの研究開発）

シートＢ：　カテゴリー（Ｂ）の業績（基盤研究）

シートＣ：　カテゴリー（Ｃ）の業績（ＧＳＣの推進、普及、教育、啓発などの実践）

2） 記入
－業績の特徴

シートＡ、Ｂでは表にある全ての項目について、特徴（ａ、ｂ、ｃの３ランク評価）と簡単な説明を記して下さい。説明文の長さは適当で結構です。必要に応じて記入欄の行を拡張して下さい。特に重視した項目については、詳細資料（各項目Ａ４で１ページ以内）を別紙として添付して下さい。

シートＣでは、簡単な説明文を記して下さい。特に重視した事項がある場合には、詳細資料（各項目Ａ４で１ページ以内）を別紙として添付して下さい。

－先行技術の簡単な説明（シートＡ、Ｂ）

先行技術（トップランナー（ＴＲ）、ベスト アベイラブル テクノロジー（ＢＡＴ））には応募者が最も適切と考える技術を選んで頂き、選定理由並びにその技術の概要・課題等を簡潔に記述して下さい。

－先行する取り組みなどの簡単な説明（シートＣ）

　　　これまでに対比するＧＳＣの推進、普及などの取り組みがあれば、その取り組みの概要、課題等を簡潔に記述して下さい。

－自己評価

重視した項目のみ簡潔に記入して下さい。説明文の長さは適当で結構です。必要に応じて記入欄の行を拡張して下さい。必要に応じて項目別詳細説明資料（図表を含めて、Ａ４版１ページ以内）を添付して下さい。
 ３）提出

　　　　提出する際は、ここまでの説明部分および応募カテゴリー以外の評価シートを削除し、該当する評価シートのみをご提出下さい。
　

自己評価シートA　　　　　＜独創的な製品及びプロセスの研究開発＞　　　　　　　　　　　　　シートＡ　第１頁
１）業績の特徴　　　特徴はａ、ｂ、ｃにランク付けする。ａ：非常に重視し業績の特徴／本質を表す、ｂ：ある程度重視、ｃ：あまり考慮しなかった

	着眼点
	特徴
	簡単な説明
	先行技術との比較
	資料No

	グリーン度
	
	
	
	

	新規性・独創性
	
	
	
	

	技術・研究の発展性
	
	
	
	

	経済性・実現性
	
	
	
	

	社会的インパクト及び波及効果
	
	
	
	

	科学的・

学術的妥当性
	
	
	
	

	想定されるマイナス点や逆効果が

ないか
	
	
	
	


２）先行技術の簡単な説明
３）自己評価　　改善度は先行技術と比較し、a、b、cにランク付けする。ａ：非常に改善された、ｂ：ある程度改善された、ｃ：同程度　　　シートＡ　第２頁
	項目
	小項目
	　　　　　　　　例示
	改善度
	簡単な説明
	資料No

	＜４軸法評価＞（別紙）
	
	
	
	
	

	エネルギー軸
	エネルギー消費
	
	
	
	

	環境負荷軸
	温暖化影響
	
	
	
	

	資源軸
	バージン資源使用量
	
	
	
	

	最終埋め立て軸
	必要埋め立て量
	
	
	
	

	＜安全・環境評価＞
	
	
	
	
	

	安全特性
	作業安全性の向上
	作業時、使用時、処理時の安全性
	
	
	

	
	物理的危険性の低減
	爆発等事故の危険性低減（物質・プロセス）
	
	
	

	
	毒性の低減
	一般毒性、発ガン性、胎児毒性、生殖機能
	
	
	

	製品・副生成物の環境への拡散後の影響
	環境毒性の低減
	急性、慢性毒性
	
	
	

	
	分解特性の向上
	生分解性、生体内蓄積性
	
	
	

	地球環境影響
	温暖化等への影響
	温暖化、オゾン層破壊、酸性雨、有害ガス
	
	
	

	その他
	
	
	
	
	

	＜経済性＞
	コスト要因
	原料・エネルギー・プロセス等の損得状況
	
	
	

	
	生産規模
	実験室レベル、パイロットプラント、本生産
	
	
	

	
	普及・波及の程度
	現在の状況、将来の見通し
	
	
	

	
	その他
	
	
	
	

	＜社会的訴求性＞
	顧客・消費者の視点
	
	
	
	

	
	自治体・国の視点
	
	
	
	

	
	地球規模の視点
	
	
	
	

	
	その他
	
	
	
	

	＜その他特記事項＞
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


以上

自己評価シートＢ　　　　　＜基盤研究＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シートＢ　第１頁
１）業績の特徴　　　特徴はａ、ｂ、ｃにランク付けする。ａ：非常に重視し業績の特徴／本質を表す、ｂ：ある程度重視、ｃ：あまり考慮しなかった

	着眼点
	特徴
	簡単な説明
	先行技術との比較
	資料No

	グリーン度
	
	
	
	

	新規性・独創性
	
	
	
	

	技術・研究の発展性
	
	
	
	

	経済性・実現性
	
	
	
	

	社会的インパクト及び波及効果
	
	
	
	

	科学的・

学術的妥当性
	
	
	
	

	想定されるマイナス点や逆効果が

ないか
	
	
	
	


２）先行技術の簡単な説明：

３）自己評価　　　　　　小項目は、適宜該当する項目を設定し記入して下さい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シートＢ　第２頁
以上

	項目
	小項目
	簡単な説明
	資料No

	＜新規概念＞
	
	
	

	
	
	
	

	＜新規手法＞
	
	
	

	
	
	
	

	＜新規現象の発見＞
	
	
	

	
	
	
	

	＜現象の解析＞
	
	
	

	
	
	
	

	＜現象の解明＞
	
	
	

	
	
	
	

	＜特記事項＞
	
	
	

	
	
	
	

	＜その他＞
	
	
	

	
	
	
	


　

自己評価シートＣ　　　　＜GSCの推進、普及、教育、啓発などの実践＞　　　　　　　　　　　　　　　　シートＣ

１）業績の特徴

２）先行する取り組みなどの簡単な説明
３）自己評価　　　　　　　小項目は、適宜該当する項目を設定し記入して下さい

	項目
	小項目
	簡単な説明
	資料No

	＜ＧＳＣの推進＞
	
	
	

	
	
	
	

	＜成果の普及＞
	
	
	

	
	
	
	

	＜制度の実現＞
	
	
	

	
	
	
	

	＜教育＞
	
	
	

	
	
	
	

	＜啓発＞
	
	
	

	
	
	
	

	＜特記事項＞
	
	
	

	
	
	
	



受付番号：





受付番号：





受付番号：





以上








